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基礎調査実施手法

（１）地域特性調査等 ※工程表①に対応 （9月下旬～１１月下旬）

【計画策定に資する基礎調査】 ※企画書ご提示内容から解説

○自然条件（気温、降水量、日照時間等）、社会条件（人口、産業、社会基盤等）の項目を踏ま

え、総合計画をはじめ、各種関連計画等との整合性を図りつつ整理

〇地球温暖化対策実行計画「区域施策編」・地域気候変動適応計画の計画策定にあたっては、「地

方公共団体実行計画（区域施策編）策定・実施マニュアル（本編・地域脱炭素化促進事業編）」

「地方公共団体における長期の脱炭素シナリオ作成方法とその実現方策に係る参考資料」及び

「地域気候変動適応計画策定マニュアル」等を踏まえ策定

○再生可能エネルギーや環境問題に関する国際的な動向、国・府の関連計画等を整理

○省エネの導入状況やポテンシャルは、資源エネルギー庁「固定価格買取制度 情報公表用ウェブ

サイト」や環境省「再生可能エネルギー情報提供システム（REPOS）」、環境省「環境アセスメ
ントデータベース（EADAS）」等より情報を整理

○二酸化炭素（CO2）排出量については、環境省「自治体排出量カルテ」により久御山町の CO2
排出量や再生可能エネルギーの導入量の推移等を把握。加えて環境省「地域経済循環分析」を

参照し、部門別の CO2排出量の動向等を把握するとともに、「エネルギー・経済統計要覧」や
各種統計データから活動量の詳細を把握。

〇近隣自治体や類似自治体の取組事例の収集

・政府統計e-stat、RESAS、その他環境関連データ等、公開されたデータから取得

・久御山町独自で保有しているデータをご提供

・国、京都府が公表している資料を基に作成

・環境省「自治体排出量カルテ」、「地域経済循環分析」、「エネルギー・経済統計要覧」等

から把握

・当社が蓄積している事例等から趣旨に合わせて収集

資料④
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12,290

母集団の大きさ 12,290 12,290 12,290 12,290 12,290 12,290
ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ誤差± 2 2.5 3 3.5 4 6
母集団の回答率 45 45 45 45 45 45
信頼度係数 1.96 1.96 1.96 1.96 1.96 1.96
必要ｻﾝﾌﾟﾙ数 1,992 1,354 973 730 567 259

誤差が小さい          誤差が大きい

　【久御山町】母集団の数＝

〇グーグルアースを活用した、太陽光の導入可能性を調査・マッピングの実施

（２）環境意識調査 ※工程表②に対応 （9月下旬～１月下旬）

環境政策は客観的な統計数値だけでは進捗状況が把握しにくい面があるため、「住民・中学生、

事業所の意識や行動がどう変化したのか」を把握し、回答者の環境に関する実感や実態を分析・

把握することを念頭に置き、アンケート調査を実施します。

①調査概要

【住民アンケート調査】

※サンプリング誤差は±４～５で推移したとしても社会調査としては成立することとなる。

対象 18歳以上人口（平成22年国勢調査 12,290人）

調査方法 郵送配布・回収、WEB回答

調査規模 2,000件

備考 調査対象者の抽出をお願いします

・公共施設を中心とし、行政・商業・事業所等の機能が集積するシビックゾーンに

おける太陽光発電パネル設置シミュレーションを行い、再生可能エネルギーによ

る発電量を算出

〇 「自分事」「環境に対する住民の意識」「環境配慮行動」の視点を踏まえる
〇 近年の社会潮流や新たに計画に盛り込む内容を考慮する
〇 関連計画との比較等を行い、相対的に環境意識を把握する
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【中学生アンケート調査】

【事業所アンケート調査】

②調査票おける工夫

アンケート調査を情報提供・啓発ツールとして位置づけます

環境保全を進めるうえで、住
民の意識、行動の変容が最も重
要であるため、様々な機会を通
じて啓発を行っていくことが
必要です。
当社では、今回の調査を重要
な周知・啓発の機会と捉えてお
り、調査票の裏面や空きスペー
スなどに環境情報等の掲載を
ご提案します。

対象 久御山町内の中学生

調査方法 中学校を通じた配布・回収は高い回収率が見込める

※タブレットを活用したアンケート調査を検討（学校教育課と要調整）

調査規模 476件（平成 22年国勢調査 13歳～15歳人口）

備考 調査対象者の抽出をお願いします

対象 町内総事業所数 1,660事業所（平成 18年度事業所・企業統計調査）

調査方法 シルバー人材センターによる個別配布・郵送回収、WEB回答

調査規模 シルバー人材センターによる個別配布が可能な1,323社

（「産業部門」「業務その他部門」に該当する企業等を想定）

備考 調査対象者の抽出をお願いします

（上記「調査規模」をふまえ、調査対象は一緒に検討させていただきます。また、商
工会を通じた調査対象の抽出も想定）

・中学生へのアンケート調査の協力依頼・調査件数・実施方法はご検討が必要です。

・当社の策定実績である久御山町男女共同参画計画において、事業所調査はWeb調

査を実施しています。

◆啓発コラム掲載イメージ

専門用語の「SDGs」や「気候変動

への適応」等の啓発も可能です。
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回収率向上に向けたご提案

アンケート調査の信頼度を高めるためには、わかりやすく誤解のないアンケートとす

ること、より多くの回答を集めることが重要です。

ＳＴＥＰ１

調査期間の設定

調査期間は長すぎず、短すぎず

締切日は配布から２週間後に設定し、その後１週間を残りの回収状況の

様子を見る期間に設定し、必要回収率を確保できるようにします。

約３週間 ２週間 １週間

広報・ホームページ事前告知など ２週間の配布・回収期間
１週間の

猶予期間

ＳＴＥＰ２

調査票開封

まずは、封筒をあけていただくところから！

調査そのものに興味を持っていただき、封筒をあ

けていただくことが、回収率向上に向けた第一歩

です。封筒自体のデザインを工夫し、役所からの

文書として処理されるのではなく、「自分事」と

して捉えてもらえる工夫をします。

ＳＴＥＰ３

調査開始

調査に「協力しよう」と思っていただくために

調査票全体を通じて、文字ばかりの設問文+回答欄ではなく、イラストや

アイコンを用いることで、楽しみながら回答できる工夫を行います。

ＳＴＥＰ４

投函

手に取りたく
なるレイアウト
に配慮！

６ 生活・地域についておたずねします。 

 

問 20 まわりとの助け合いの状況について、Ａ～Ｄのことについて教えてください。 

（○はいくつでも） 
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Ａ あなたの心配事や愚痴
ぐ ち

を聞いてくれる人 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ （   ）

Ｂ あなたが心配事や愚痴
ぐ ち

を聞いてあげる人 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ （   ）

Ｃ あなたが病気のとき看

病や世話をしてくれる

人 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ （   ）

Ｄ あなたが看病や世話を

してあげる人 
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ （   ）

 

問 21 あなたはご近所の人たちと、どの程度のおつきあいがありますか。（○は１つ） 

１ お互いに訪問しあう人がいる 

２ 立ち話をする程度の人がいる 

３ あいさつをする程度の人がいる 

４ つきあいはない 

５ その他（           ） 

 

 

 

このアンケートにお答えいただいた方はどなたですか。（○は１つ） 

１ ご本人 

２ ご本人の意見を聞いたご家族や支援者が代筆 

 

あなた自身（このアンケートの対象者）のことについておたずねします。 

 

問１ 性別を教えてください。（○は１つ） 

１ 男性 ２ 女性 

 

問２ 平成 25 年●月１日現在のあなたの年齢を教えてください。（○は１つ） 

１ 65～69 歳 

２ 70～74 歳 

３ 75～79 歳 

４ 80～84 歳 

５ 85～89 歳 

６ 90 歳以上 

 

問３ 現在、どこの地区にお住まいですか。中学校区がわからない方は、（   ）に町字

名を書いてください。（○は１つ） 

１東山 

２ 北 

３ 篠目 

４ 安祥 

５ 南 

６ 西 

７ 明祥 

８ 桜井 

９ わからない（町字名      ） 

 

問４ 平成 25 年●月１日現在の世帯の構成について教えてください。（○は１つ） 

１ ひとり暮らし世帯       ⇒問６へ 

２ あなたと配偶者（65 歳以上）のみの２人世帯 

３ あなたと配偶者（65 歳未満）のみの２人世帯 

４ あなたとその他の高齢者（65 歳以上）のみの世帯 

５ ２世代（自分と子ども、 

自分たち夫婦と子ども夫婦など）同居世帯 

６ ３世代（自分と子ども夫婦と孫など）同居世帯 

７ その他（                  ） 

 

※問４で「１ ひとり暮らし世帯」と回答した人以外にお聞きします。 

問４－１ 昼間一人でいることが多いですか。（○は１つ） 

１ はい ２ いいえ 

 
 

⇒問４－１へ 

 

調査の大項目は、ユニバーサル

デザインの視点から、高齢者で

も読みやすいよう黒の背景に白

字で記載します。

読みづらい漢字にはルビを振る

などの配慮を行います。

選択肢の番号に○をつけ

る方式として、回答者の

負担を軽減します。

Web回答

忙しい方がいつでも回答できるため、

共働き世帯や若い世代からの回収率向

上が見込めます。
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 【調査結果報告書例】 

地域における環境問題への程度は、概ね５割で推移しています。

生物多様性に関する学習会は関心がないの割合が２割台と他の活

動よりも高くなっています。清掃活動をはじめ、身近に感じられる

取組の参加度が高くなっていることから、生物多様性を自分たちに

関係ないと考えることが影響していると思われます。 

近年、食品ロスをはじめとした新しい問題に取り組む活動が増加

しています。これらの活動の参加者はまだ少ない一方で、一定の参

加意向者が見られることから、活動の認知を高めることが重要な課

題であると考えられます。 

③分析における工夫

クロス集計による分析
アンケートの結果については、単純集計及び年齢別・地域別・世帯別によるクロス集

計を行い、各属性が持つ特徴や傾向を導き出します。問いをたてて項目を検討すること

で、効率的に作業を進め、住民の特性を掘り下げて分析するための根拠となる資料を

作成します。

散布図を用いた分析
住民の環境に関する各項目への満足度と関心度に

ついては、散布図を使いながら、住民の認識を把握し、

施策立案に向けた検討資料とします。

調査報告書作成の工夫

調査結果報告書は、計画策定の基礎資料とし、わかりやすく見やすいものとなるよ

う作成します。また、調査結果とそこから見える課題・方向性としての結果のまとめ

を記載し、施策反映を意識しながら作成します。

調査結果をとりまとめ、

計画策定や施策の検討

に活かします

「関心度」が高く、「満足度」

が低い項目
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（３）課題整理の手法 ※工程表③に対応 （１２月上旬～１月下旬）

統計・調査結果等を体系立てて、課題を把握

統計や各種調査から基本目標ごとに強み・弱み・機会・脅威を整理するとともに、マ

トリックスで一覧化します。複数の分野を並べ、多角的に検討し、次期計画で必要な取

組、分野を横断した取組の検討につなげます。

【現計画の施策体系ごとの各種意見・情報の反映（例）】

基本目標 強み 弱み 機会 脅威

生活環境 公園が充実している … ごみ処理広域化 災害の増加

自然環境 … 外来種の生息 住民アンケートで… …

地球環境 … … 温暖化の進行

環境学習 学校での教育充実 活動の担い手不足 SDGｓの普及 …

各種調査結果を項目ごとに

とりまとめ、全体的な意見と

してどのような方向で集約す

るべきかを明確に示します

環境基本計画に必要な取組 関連計画と重複する部分

横断的施策


